生活衛生豆知識№14

加工食品のアレルギー表示
加工食品に含まれるアレルギー物質の表示については、平成１４年４月以降に製造、加工、輸入された加工食品に表示が義務付けられました。そこで、アレルギー表示について簡単に説明します。
食物アレルギーとは
食物に含まれるタンパク質への過敏な反応により、次の症状を起こすことがあります。

湿疹・じんま疹などの皮膚症状

下痢・嘔吐・腹痛などの消化器症状

鼻・眼粘膜症状

せき・呼吸困難などの呼吸器症状
最も症状が激しいタイプをアナフィラキシーショックといい、全身発赤、呼吸困難、血圧低下、意識消失などの症状が現われて、対応が遅れるとまれに死にいたる場合があります。

何のために表示するのか
　　近年、乳幼児から成人に至るまで、特定の食物が原因でアレルギー症状を起こす人が増えてきました。そこで平成１４年４月から、アレルギーを起こしやすい物質を加工食品に表示することになりました。この表示の目的は、食物アレルギーが起きるのを避けるためで、消費者がこの表示を見ることで、食べても大丈夫な加工食品を選べるようにするためです。

表示する食品

	必ず表示する食品

（特定原材料）
	表示が勧められている食品

（特定原材料に準ずる。可能な限り表示）

	卵

乳

小麦

そば

落花生　　の５食品
	あわび、いか、いくら、えび、オレンジ、かに、キウイフルーツ、くるみ、さけ、さば、大豆、牛肉、鶏肉、豚肉、まつたけ、もも、やまいも、りんご、ゼラチン、バナナ（平成１６年１２月に追加）　　　　　　　　の２０食品


　（店頭で量り売りされる総菜、パンなどその場で包装されるものや、注文してから作る弁当などには表示が免除されています。しかし、食物アレルギーを持つ消費者のために量り売りの総菜、包装しないで陳列しているパンには価格表の下などにアレルギー表示をしてください。）

注意喚起の表示

製造・加工所内で同じ機械を使って製造・加工する場合、洗浄を徹底してもアレルギー物質が次の製品を汚染することがありますので、注意喚起の表示を考慮してください。「ゆで麺」の場合、同一工程で「ゆでそば」を製造していることが多いので、たとえば「本品製造工場ではそばを含む製品を生産しています」などの表示をしてください。

食物アレルギー事故（原材料の確認をして表示をしてください）
１２月１３日に金沢市の男児（８つ）が愛知万博の会場の土産店で販売された「せんべい」を食べて、せきが激しく出るなどアレルギー症状を起こしました。万博のイメージキャラクター「モリゾー」と「キッコロ」の部分に卵と乳成分が含まれていたが、アレルギー物質の表示がされていませんでした。販売元は男児と家族に謝罪し、１５日に自主回収を始めました。
最近の約１ヶ月間で、アレルギー表示がもれていたり、アレルギー物質が混入していることが判明し自主回収をした食品は次のとおりです。①香辛料に小麦　②食肉製品「焼豚」に乳　③スナック菓子に乳　④焼菓子に乳　⑤健康食品に小麦（輸入品）　　　　　　　　　　　2006．1．4　　K.Oikawa　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









